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(57)【要約】
【課題】手ブレによる画像のブレを抑制しながら操作す
ることができる超音波診断装置を提供する。
【解決手段】この超音波診断装置は、超音波を送受信す
る超音波プローブ１０と、前記超音波プローブによって
受信された受信エコー信号を用いて画像を表示するディ
スプレイ８と、前記ディスプレイが配置され、前記ディ
スプレイに表示される画像を用いて診断を行う超音波診
断装置本体１１とを備え、前記超音波診断装置本体は、
不可視な赤外線光源と、前記赤外線光源によってオペレ
ータの顔に光が照射され、その反射光を検出する受光デ
バイス１と、前記受光デバイスによって検出された前記
反射光による画像データを用いて目の動きを検出する検
出手段と、前記検出手段により検出された目の動きに基
づき超音波診断装置の操作信号を出力する出力手段と、
を具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブによって受信された受信エコー信号を用いて画像を表示するディス
プレイと、
　前記ディスプレイが配置され、前記ディスプレイに表示される画像を用いて診断を行う
超音波診断装置本体とを備え、
　前記超音波診断装置本体は、
　不可視な赤外線光源と、
　前記赤外線光源によってオペレータの顔に光が照射され、その反射光を検出する受光デ
バイスと、
　前記受光デバイスによって検出された前記反射光による画像データを用いて目の動きを
検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された目の動きに基づき超音波診断装置の操作信号を出力する
出力手段と、
を具備する超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記超音波診断装置本体は、目の動き検出モードを起動するための
起動手段を備え、前記起動手段によって目の動き検出モードが起動された後に、前記検出
手段により目の動きを検出する超音波診断装置。
【請求項３】
  請求項１又は２において、前記検出手段は、目の開閉状態を検出する手段である超音波
診断装置。
【請求項４】
　 請求項３において、前記目の開閉状態を検出する手段は、目の開閉状態を瞳孔の像の
有無により検出する手段である超音波診断装置。
【請求項５】
  請求項１又は２において、前記検出手段は、視線の向きを検出する手段である超音波診
断装置。
【請求項６】
  請求項５において、前記視線の向きを検出する手段は、瞳孔の像とプルキニエ像の位置
関係から視線の向きを検出する手段である超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に係わり、特に、手ブレによる画像のブレを抑制しながら操
作することができる超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野においては、被検体の内部を観察して診断を行うために、様々な撮像技術が開
発されている。特に、超音波を送受信することによって被検体の内部情報を取得する超音
波撮像は、リアルタイムで画像観察を行うことができる上に、Ｘ線写真やＲＩ（radio is
otope）シンチレーションカメラ等の他の医用画像技術と異なり、放射線による被曝がな
い。そのため、超音波撮像は、安全性の高い撮像技術として、産科領域における胎児診断
の他、婦人科系、循環器系、消化器系等を含む幅広い領域において利用されている。
【０００３】
　近年、小型で可搬性に優れた、ラップトップタイプの超音波診断装置の普及が進み、携
帯型の超音波診断装置の販売も開始され始めた。図５に示す小型のラップトップタイプや
携帯型の超音波診断装置の場合、片手（左手１０４）で超音波診断装置本体１０１を保持
し、ディスプレイをみながら、もう一方の手（右手１０５）でプローブの手技１０２を行
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いながら、患者１０３の検査が行われることがある。このような体勢で、フリーズ、保存
、ズーム、ゲイン、STC等のボタン操作を行った場合、操作のために片手（左手１０４）
に力を入れようとした瞬間に、もう一方の手（右手１０５）が動いてしまい、画像がぶれ
てしまうという欠点があった。特に、フリーズ後に、血管のサイズ（厚さ）等の測定を行
うような場合、このような画像のブレは正確な測定値が得られなくなり致命的な欠点とな
る。
【０００４】
　このようなボタン操作時の画像のブレを防ぐためにフットスイッチ等が使われている超
音波診断装置もあるが、フットスイッチ等を持ち歩くとした場合、ラップトップタイプや
携帯型の可搬性の良さが失われてしまい好ましくない。
【０００５】
　図６は、重さ約2.6kgの超音波診断装置を片手にもちフリーズボタンを押したときにど
れだけぶれるかをＭモードを用いて検証した結果であり、図６（Ａ）は手ブレ検証のため
のワイヤファントムＢモード画像であり、図６（Ｂ）はそのＭモード画像であり、図６（
Ｃ）は図６（Ｂ）を拡大したＭモード画像拡大図である。
【０００６】
　図６（Ｂ）に示すＭモード画像の一番右端のラインがフリーズボタン押下時の手ブレ量
に相当し、その手ブレ量は図６（Ｃ）に示すように０．０６ｍｍであった。なお、フリー
ズボタンを押す前のタイミングで、数回片目を閉じるという実験を行ったが、ブレ量はま
ったく感知できなかった。この実験を３回繰り返した結果を表１に示す。
【０００７】

【表１】

【０００８】
　一方、特許文献１には、コンピュータやゲームマシンの操作に、眼の開閉状態を近赤外
光源と汎用CCDを用いて検出し、開閉状態をマウスの左右ボタンで押下信号に相当する信
号として出力する発明が開示されている。しかし、特許文献１に開示された発明は、瞳孔
マウスの基本原理に関する発明であり、特許文献１には、この瞳孔マウスの基本原理を超
音波診断装置に用いることが何ら開示も示唆もされてなく、それによって特段の効果が得
られることについても何ら開示も示唆もされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特表２００５－３５２５８０号公報（要約）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、上記の点に鑑み、本発明は、手ブレによる画像のブレを抑制しながら操作する
ことができる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明の１つの観点に係る超音波診断装置は、超音波を送受
信する超音波プローブと、前記超音波プローブによって受信された受信エコー信号を用い
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て画像を表示するディスプレイと、前記ディスプレイが配置され、前記ディスプレイに表
示される画像を用いて診断を行う超音波診断装置本体とを備え、前記超音波診断装置本体
は、不可視な赤外線光源と、前記赤外線光源によってオペレータの顔に光が照射され、そ
の反射光を検出する受光デバイスと、前記受光デバイスによって検出された前記反射光に
よる画像データを用いて目の動きを検出する検出手段と、前記検出手段により検出された
目の動きに基づき超音波診断装置の操作信号を出力する出力手段と、を具備する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、目の動きに基づき超音波診断装置の操作信号を出力することにより、
手ブレによる画像のブレを抑制しながら操作することができる超音波診断装置を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る超音波診断装置によって患者の検査を行う様子を
示す模式図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
【図３】（Ａ）はディスプレイと正対したときに眼球の表面に映り込んだプルキニエ像を
示す図であり、（Ｂ）は（Ａ）に示すプルキニエ像の画像データを輝度プロファイル化し
た図であり、（Ｃ）はディスプレイから視線を外したときに眼球の表面に映り込んだプル
キニエ像を示す図であり、（Ｄ）は（Ｃ）に示すプルキニエ像の画像データを輝度プロフ
ァイル化した図であり、（Ｅ）はカメラにプルキニエ像が写されていない輝度プロファイ
ルを示す図である。
【図４】本発明の第２の実施形態に係る超音波診断装置によって患者の検査を行う様子を
示す模式図である。
【図５】従来の超音波診断装置を説明するための模式図である。
【図６】（Ａ）は手ブレ検証のためのワイヤファントムＢモード画像であり、（Ｂ）はそ
のＭモード画像であり、（Ｃ）は（Ｂ）を拡大したＭモード画像拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら詳しく説明する。なお、同一の
構成要素には同一の参照符号を付して、説明を省略する。
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る超音波診断装置によって患者の検査を行う様子
を示す模式図である。
【００１５】
　この超音波診断装置は、超音波を送受信する超音波プローブ１０と、この超音波プロー
ブ１０によって受信された受信エコー信号を用いて画像を表示するディスプレイ８と、こ
のディスプレイが８配置され、ディスプレイ８に表示される画像を用いて診断を行う超音
波診断装置本体１１とを備えている。その本体１１は、不可視な赤外線光源、例えば近赤
外線ＬＥＤ１と、その近赤外線ＬＥＤ１によってオペレータの顔に近赤外線光が照射され
、その反射光を検出する受光デバイス、例えばＣＣＤ又はＣＭＯＳセンサを有するカメラ
及びその開口２ａと、前記受光デバイスによって検出された前記反射光による画像データ
を用いて目の動きを検出する検出手段と、前記検出手段により検出された目の動きに基づ
き超音波診断装置の操作信号を出力する出力手段とを具備する。
【００１６】
　超音波診断装置本体１１は、目の動き検出モードを起動するための起動手段を備え、前
記起動手段によって目の動き検出モードが起動された後に、前記検出手段により目の動き
を検出するものである。
【００１７】
　前記検出手段は、オペレータの目の動き、例えば、目の開閉状態を瞳孔の像の有無によ
り検出する手段であり、前記出力手段は、目の開閉状態に基づき超音波診断装置の操作信
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号を出力する手段である。
【００１８】
　また、前記検出手段は、オペレータの視線の向きを検出する手段、例えば、瞳孔の像と
プルキニエ像の位置関係から視線の向きを検出する手段であり、前記出力手段は、視線の
向きに基づき超音波診断装置の操作信号を出力する手段である。
【００１９】
　赤外線光源と受光デバイスは、超音波診断装置本体１１のディスプレイ部についている
ことが望ましい。何故ならば、ラップトップタイプや携帯型超音波診断装置では、画面が
小さいこと、軽く容易に動かせることより、ディスプレイを覗き込むように使用すること
が多いからである。また、このように覗き込むようにして使用する状態は、赤外光源の光
が届きやすいこと、受光デバイスの画面に常に眼が映っていることより、瞳孔の検出精度
を上げることが可能になる。
【００２０】
　なお、受光デバイスとして汎用的に安価に入手できるシリコンを用いたＣＣＤやＣＭＯ
Ｓセンサを用い、赤外光源としてシリコンで感度がとれ、かつ不可視でありシリコンの感
度が無くなる波長850nm～1μｍ程度のGaAs等のＬＥＤを組み合わせることが望ましい。
【００２１】
　赤外線光源と受光デバイスは、複数個配置されていても構わない。例えば、ディスプレ
イの上下左右に4個の赤外光源を配置し、下部に1個の受光デバイスを配置することで、赤
外光量が増え瞳孔の検出精度を上げることができる。また、ディスプレイの上下左右に4
個の赤外光源、4個の受光デバイスを配置すれば、複数の受光デバイスのうち一番感度の
高いカメラからの画像データによる信号を選択処理し瞳孔を検知することができ、また複
数の受光デバイスからの画像データによる信号の平均化処理を行うことで、瞳孔の検出精
度を上げることができる。
【００２２】
　次に、図１に示す超音波診断装置について図２を参照しつつ詳細に説明する。
　図２は、本発明の第１の実施形態に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である
。超音波診断装置は、超音波探触子（超音波プローブ）１０と、筐体２０と、表示部３０
と、近赤外線ＬＥＤ１と、カメラ２を有している。筐体２０は、走査制御部２１と、送信
遅延パターン記憶部２２と、送信制御部２３と、駆動信号発生部２４と、受信信号処理部
２５と、受信遅延パターン記憶部２６と、受信制御部２７と、メモリ２８と、Ｂモード画
像信号生成部２９と、操作部４１と、制御部４２と、格納部４３とを格納している。ここ
で、走査制御部２１～Ｂモード画像信号生成部２９は、画像生成部を構成している。
【００２３】
　超音波探触子１０は、リニアスキャン方式、コンベックススキャン方式、セクタスキャ
ン方式等の体外式プローブでも良いし、電子ラジアルスキャン方式、メカニカルラジアル
スキャン方式等の超音波内視鏡用プローブでも良い。超音波探触子１０は、１次元又は２
次元のトランスデューサアレイを構成する複数の超音波トランスデューサ１０ａを備えて
いる。それらの超音波トランスデューサ１０ａは、印加される駆動信号に基づいて超音波
を送信すると共に、伝搬する超音波エコーを受信して受信信号を出力する。
【００２４】
　各超音波トランスデューサは、例えば、ＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸鉛：Pb(lead) zir
conate titanate）に代表される圧電セラミックや、ＰＶＤＦ（ポリフッ化ビニリデン：p
olyvinylidene difluoride）に代表される高分子圧電素子等の圧電性を有する材料（圧電
体）の両端に電極を形成した振動子によって構成される。そのような振動子の電極に、パ
ルス状又は連続波の電圧を印加すると、圧電体が伸縮する。この伸縮により、それぞれの
振動子からパルス状又は連続波の超音波が発生し、それらの超音波の合成によって超音波
ビームが形成される。また、それぞれの振動子は、伝搬する超音波を受信することによっ
て伸縮し、電気信号を発生する。それらの電気信号は、超音波の受信信号として出力され
る。
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【００２５】
　走査制御部２１は、超音波ビームの送信方向及び超音波エコーの受信方向を順次設定す
る。超音波ビームによる被検体の走査は、電子的に行われても良いし、メカニカルに行わ
れても良い。送信遅延パターン記憶部２２は、超音波ビームを形成する際に用いられる複
数の送信遅延パターンを記憶している。送信制御部２３は、走査制御部２１において設定
された送信方向に応じて、送信遅延パターン記憶部２２に記憶されている複数の遅延パタ
ーンの中から１つのパターンを選択し、そのパターンに基づいて、複数の超音波トランス
デューサ１０ａの駆動信号にそれぞれ与えられる遅延時間を設定する。あるいは、送信制
御部２３は、複数の超音波トランスデューサ１０ａから一度に送信される超音波が被検体
の撮像領域全体に届くように遅延時間を設定しても良い。
【００２６】
　駆動信号発生部２４は、例えば、複数の超音波トランスデューサ１０ａに対応する複数
のパルサによって構成されている。駆動信号発生部２４は、送信制御部２３によって設定
された遅延時間に従って、複数の超音波トランスデューサ１０ａから送信される超音波が
超音波ビームを形成するように複数の駆動信号を超音波探触子１０に供給し、又は、複数
の超音波トランスデューサ１０ａから一度に送信される超音波が被検体の撮像領域全体に
届くように複数の駆動信号を超音波探触子１０に供給する。
【００２７】
　受信信号処理部２５は、複数の超音波トランスデューサ１０ａに対応して、複数の増幅
器（プリアンプ）２５ａと、複数のＡ／Ｄ変換器２５ｂとを含んでいる。超音波トランス
デューサ１０ａから出力される受信信号は、増幅器２５ａにおいて増幅され、増幅器２５
ａから出力されるアナログの受信信号は、Ａ／Ｄ変換器２５ｂによってディジタルの受信
信号に変換される。Ａ／Ｄ変換器２５ｂは、ディジタルの受信信号を、受信制御部２７に
出力する。
【００２８】
　受信遅延パターン記憶部２６は、複数の超音波トランスデューサ１０ａから出力される
複数の受信信号に対して受信フォーカス処理を行う際に用いられる複数の受信遅延パター
ンを記憶している。受信制御部２７は、走査制御部２１において設定された受信方向に基
づいて、受信遅延パターン記憶部２６に記憶されている複数の受信遅延パターンの中から
１つを選択し、その受信遅延パターンに基づいて、複数の受信信号に遅延を与えて加算す
ることにより、受信フォーカス処理を行う。この受信フォーカス処理により、超音波エコ
ーの焦点が絞り込まれた音線信号が生成される。さらに、受信制御部２７は、生成された
音線信号に対して包絡線検波処理を施す。
【００２９】
　受信制御部２７によって生成される音線信号は、メモリ２８に供給されると共に、Ｂモ
ード画像信号生成部２９に供給される。Ｂモード画像信号生成部２９は、ＳＴＣ（sensit
ivity time control）部２９ａと、ＤＳＣ（digital scan converter：ディジタル・スキ
ャン・コンバータ）２９ｂと、ディスプレイ駆動回路２９ｃとを含んでおり、受信制御部
２７から供給される音線信号に基づいて、被検体内の組織に関する断層画像情報であるＢ
モード画像信号を生成する。また、フリーズモードにおいては、メモリ２８に格納されて
いる音線信号に基づいて、Ｂモード画像信号が生成される。
【００３０】
　ＳＴＣ部２９ａは、受信制御部２７又はメモリ２８から供給される音線信号に対して、
超音波の反射位置の深度に応じて、距離による減衰の補正を施す。ＤＳＣ２９ｂは、ＳＴ
Ｃ部２９ａによって補正された音線信号を通常のテレビジョン信号の走査方式に従う画像
信号に変換（ラスター変換）し、階調処理等の必要な画像処理を施すことにより、Ｂモー
ド画像信号を生成する。ディスプレイ駆動回路２９ｃは、ＤＳＣ２９ｂによって生成され
るＢモード画像信号を表示部３０に供給してディスプレイを駆動する。
【００３１】
　表示部３０は、フレキシブルディスプレイを含んでおり、ディスプレイ駆動回路２９ｃ
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から供給されるＢモード画像信号に基づいて超音波診断画像を表示する。フレキシブルデ
ィスプレイとしては、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）ディスプレイ、電気泳動方
式のディスプレイ、又は、液晶ディスプレイ等を用いることができる。
【００３２】
　制御部４２は、操作部４１を用いたオペレータの操作に従って、走査制御部２１、メモ
リ２８、Ｂモード画像信号生成部２９等を制御する。本実施形態においては、走査制御部
２１、送信制御部２３、受信制御部２７、Ｂモード画像信号生成部２９、及び、制御部４
２が、ＣＰＵとソフトウェア（プログラム）によって構成されるが、これらをディジタル
回路やアナログ回路で構成しても良い。上記のソフトウェア（プログラム）は、格納部４
３に格納される。格納部４３における記録媒体としては、内蔵のハードディスクの他に、
フレキシブルディスク、ＭＯ、ＭＴ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、又は、ＤＶＤ－ＲＯＭ等を
用いることができる。
【００３３】
　入力ボタン１３は、「目の動き検出操作モード」と「ボタン操作モード（通常モード）
」を切り換えるためのボタンである。オペレータの左手４によって入力ボタン１３が押さ
れると、その信号が制御部４２に入力され、制御部４２において「目の動き検出操作モー
ド」が起動される。
【００３４】
　入力ボタン１３によって目の動き検出操作モードが起動されると、近赤外線ＬＥＤ１が
点灯され、オペレータの顔に近赤外線光１ａが照射されるとともに、カメラ２による撮影
が開始され、オペレータの顔からの反射光がカメラ２によって撮影され、オペレータの顔
の近赤外画像が取得される。
【００３５】
　カメラ２によって撮影された近赤外画像のデータは制御部２に送られ、制御部２におい
てそのデータから瞳孔の有無が検出される。近赤外画像では、瞳孔は周囲に比べ最も輝度
値が低い。このため、近赤外画像のデータから瞳孔の有無を検出することができる。瞳孔
が有ることが検出されている場合は、オペレータの目が開いていることが検出される。瞳
孔が無いことが検出されている場合は、オペレータの目が閉じていることが検出される。
このようにオペレータの目の開閉状態を検出し、その開閉状態に基づき超音波診断装置の
操作信号、例えばフリーズ、保存、フリーズ解除等の信号を制御部４２から出力すること
ができる。
【００３６】
　次に、瞳孔検出を用いた超音波診断装置の操作方法について説明する。
　図１に示すように、患者３にプローブ（超音波探触子）１０をあて、大体の位置が合っ
たところで、入力ボタン１３をオペレータが左手４で押すことにより目の動き検出操作モ
ードに入る。目の動き検出操作モードに入った後、精度が必要な測定(IMTの厚さ等)を引
き続いて行い、瞳孔検出でフリーズ操作を行なうことで、手ブレの影響を除いた高精度な
測定を行うことができる。
【００３７】
　目の動き検出操作モードにおける操作方法としては、例えば、片目を素早く1回閉じる
とフリーズし、片目を連続して素早く2回閉じると保存、フリーズした状態で、「左目を
閉じて、右目を閉じる」、「両目を2回連続して閉じる」とフリーズ解除といった操作方
法が考えられる。フリーズ解除時は、画面を見る必要が無いこと、誤ると再度取り直しに
なるリスクがあることより、誤検出しにくい両目をとじる動作に割り当てることが望まし
い。片目を素早く3回閉じる動作等に割り当ててもかまわないが、大切なのは誤検出しに
くいようにすることである。
【００３８】
　また、上述したような瞳孔検出ではなく、視線の向きを検出してフリーズ等の操作を行
っても良い。例えば、受光デバイスによって検出された近赤外画像における瞳孔の像とプ
ルキニエ像の位置関係から視線の向きを検出することができる。
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【００３９】
　視線の向きの検出について図３を参照しつつ詳細に説明する。
　オペレータの左手４によって入力ボタン１３が押され、その信号が制御部４２に入力さ
れ、制御部４２において「目の動き検出操作モード」が起動される。そして、近赤外線Ｌ
ＥＤ１が点灯され、図３（Ａ）に示すように、オペレータの顔に近赤外線光１ａが照射さ
れるとともに、カメラ２による撮影が開始され、オペレータの顔からの反射光がカメラ２
によって撮影される。瞳孔６からの反射は、眼球７の瞳孔６を通って入射した光が網膜に
より反射して概ね元の光源に返ってくるため、図１に示す近赤外線ＬＥＤ１に隣接するカ
メラの開口２ａによって受光することができる。眼球７の表面に映り込んだ点光源の像（
プルキニエ像）１ｂは、眼球７の移動、回転に関係なく常に眼球７の中心と点光源１を結
ぶ直線軸上に現れる。
【００４０】
　カメラ２によって撮影された近赤外画像のデータは制御部２に送られ、制御部２におい
て図３（Ｂ）に示す輝度プロファイル化の処理が行われ、瞳孔６の像に対するプルキニエ
像１ｂの位置が検出される。図３（Ｂ）に示すように、プルキニエ像１ｂが瞳孔６の像の
中央に位置している場合は、オペレータの視線が正面を向いていてディスプレイ８に対し
て正対していることが検出される。
【００４１】
　また、図３（Ｃ）に示すように、オペレータの顔に近赤外線光１ａが照射されるととも
に、カメラ２による撮影が開始され、オペレータの顔からの反射光がカメラ２によって撮
影される。その撮影された近赤外画像のデータは制御部２に送られ、制御部２において図
３（Ｄ）に示す輝度プロファイル化の処理が行われ、瞳孔６の像に対するプルキニエ像１
ｂの位置が検出される。図３（Ｄ）に示すように、プルキニエ像１ｂが瞳孔６の像に対し
て右又は左に寄っている場合は、オペレータが視線を右方向又は左方向に外したことが検
出される。このようにオペレータの視線の向きを検出し、その視線の向きに基づき超音波
診断装置の操作信号、例えばフリーズ、保存、フリーズ解除等の信号を制御部４２から出
力することができる。
【００４２】
　なお、視線の向きは、左右方向ではなく上下方向に外しても検出することが可能である
。また、オペレータの顔が超音波診断装置本体１１から離れている状態では、図３（Ｅ）
に示すような輝度プロファイルとなり、カメラ２によってプルキニエ像を検出することが
できない。従って、本発明はハンドキャリータイプである超音波診断装置に最適である。
【００４３】
　次に、視線検出を用いた超音波診断装置の操作方法について説明する。
　図１に示すように、患者３にプローブ（超音波探触子）１０をあて、大体の位置が合っ
たところで、入力ボタン１３をオペレータが左手４で押すことにより目の動き検出操作モ
ードに入る。目の動き検出操作モードに入った後、精度が必要な測定(IMTの厚さ等)を引
き続いて行い、瞳孔検出でフリーズ操作を行なうことで、手ブレの影響を除いた高精度な
測定を行うことができる。
【００４４】
　目の動き検出操作モードにおける操作方法としては、例えば、視線を画面から左方向に
外したらフリーズで、連続して左方向に2回外したら保存、視線を右方向に外したらフリ
ーズ解除等に割り当てることが考えられる。
【００４５】
　精度が必要な測定が終了し、オペレータの左手４によって入力ボタン１３が押されると
、その信号が制御部４２に入力され、制御部４２において「ボタン操作モード（通常モー
ド）」が起動される。
【００４６】
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
　図４は、本発明の第２の実施形態に係る超音波診断装置によって患者の検査を行う様子
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を示す模式図である。
【００４７】
　第２の実施形態による超音波診断装置は、超音波プローブ１０ｂから装置本体１１へ受
信エコー信号を無線送信するワイヤレス超音波診断装置である点が第１の実施形態と異な
り、その他の構成は同様である。
【００４８】
　ワイヤレス超音波診断装置の場合、プローブ１０ｂと装置本体１１とを繋ぐケーブルが
無いため、ディスプレイ部を有する装置本体１１の移動がさらにしやすくなる。従って、
ディスプレイ部をまさにオペレータの眼の前にもってきて使うことにもなる。このような
操作方法は、瞳孔検出又は視線検出に最適な条件であり、非常に大きな効果が期待できる
。
【００４９】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されず、本発明の主旨を逸脱しない範囲内で種々変
更して実施することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、超音波を送受信することにより生体内の臓器等の撮像を行って、診断のため
に用いられる超音波診断画像を生成する超音波診断装置において利用することが可能であ
る。
【符号の説明】
【００５１】
　　１　近赤外線ＬＥＤ（点光源）
　　１ａ　近赤外線光
　　１ｂ　プルキニエ像
　　２　カメラ
　　２ａ　カメラの開口
　　３　患者
　　４　左手
　　５　右手
　　６　瞳孔
　　７　眼球
　　８　ディスプレイ
　１０，１０ｂ　超音波探触子
　１０ａ　超音波トランスデューサ
　１１　超音波診断装置本体
　１３　入力ボタン
　２０　筐体
　２１　走査制御部
　２２　送信遅延パターン記憶部
　２３　送信制御部
　２４　駆動信号発生部
　２５　受信信号処理部
　２５ａ　増幅器
　２５ｂ　Ａ／Ｄ変換器
　２６　受信遅延パターン記憶部
　２７　受信制御部
　２８　メモリ
　２９　Ｂモード画像信号生成部
　２９ａ　ＳＴＣ部
　２９ｂ　ＤＳＣ
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　２９ｃ　ディスプレイ駆動回路
　３０　表示部
　４１　操作部
　４２　制御部
　４３　格納部

【図１】 【図２】
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